
 

 

  

令和元年～３年度 由布市教育研究協議会指定研究 公開研究発表会 由布市立庄内中学校 

 

１１月１２日は、由布市立庄内中学校で行われた、

由布市教育研究協議会指定公開研究発表会に参加しま

した。本校では、令和元年度より「『深い学び』を実現

する学習活動の在り方 ～『知識の構造』をもとにし

た学習場面の設定、『問い』と『対話』の工夫を通して

～」を研究主題として、学習指導要領にも示されてい

る「知識の概念化」に関する研究をすすめてきました。 

本研究の素晴らしいことは、「深い学び」の中の「知

識の構造」の理論研究を深め、生徒の実態や実践を通

して庄内中アレンジ版の「知識の構造」を作成し、→ 

日々の実践に活用していることです。  

本校では、生徒が深い学びを行うために、生徒が追

求したくなるような適度の難易度のある学習課題の設

定し、その課題に対して「自己内対話」と「他者との対

話」の場を保証し、ふりかえりでは、本時や本単元で生

徒自身が「何を学んだか。何ができるようになったか」

等、自分の言葉でまとめています。 

このような、実践的な研究は教職員だけでなく生徒

達にも理解しやすく、公開された数学（比例と反比例）

や保健体育（バレーボール）の提案授業では、生徒達が

それぞれ対話を通して深い学びに迫っていました。 

本研究を進めてこられた由布市立庄内中学校首藤校

長先生はじめ教職員の皆様

のご努力に感謝するととも

に、今後は、由布市内のみな

らず管内の小・中学校におい

ても本研究発表会の実践を

参考にされ、多くの教室にお

いて｢わかった｣・｢できた｣と

いう声が響き合う授業が実

現できることを期待します。

ありがとうございました。 
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「知識の概念化」の実践  


